
第５学年 算数科学習指導案 
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研究主題（市教研算数部主題） 

 

１ 単元名  合同な図形   

 

２ 単元について 

（１） 学習内容 

 児童はこれまで、「合同」という用語は用いないまでも、低学年から具体的な操作を通

して、いろいろな図形に関する経験をしてきている。例えば、第２学年では、三角形や

四角形の色板並べにより、合同な三角形を組み合わせたり、動かしたりして図形を構成

している。また、第３学年でも、角の大小比べなどをして、角を重ね合わせる経験をし

ている。三角形、四角形などの基本図形の名称や性質についても、前学年までに一通り

学習を終えている。 

これらの既習内容を基にして、本単元では、合同の意味を理解し、合同の観点から基

本図形を見直したり、合同な三角形や四角形の作図を通して、基本的な平面図形につい

ての理解を一層深めたりすることがねらいとなる。 

これは、学習指導要領に位置づけられた第５学年の内容【Ｃ 図形】（１）「平面図形

の性質 イ 図形の合同」にあたる。 

 基本的な平面図形の作図については、第４学年で長方形、二等辺三角形、平行四辺形、

ひし形のかき方を学習してきている。その経験を生かして、ここでは三角形、四角形の

作図を進める。実態調査により、分度器やコンパスをうまく使えない児童がいることが

わかったので、分度器やコンパスの扱いに慣れさせるために事前に練習をし、できる限

り正確に作図をさせるようにしたい。 

本学級の児童は、算数に苦手意識をもっている子が多い。そこで、意欲をもって楽し

みながら学習できるように、図形を切ったり写したりする操作活動を多く取り入れてい

きたい。また、合同な三角形や四角形のかき方、三角形の内角の和、四角形や五角形の

内角の和などの学習では、説明する活動を多く取り入れ、お互いに表現し合う場を工夫

していきたい。児童一人一人の考えを大切にすることで、算数の考える楽しさを味わえ

るようにしていきたい。 

 

 

 

 

基礎・基本を身につけ、論理的に考え、進んで表現し合う子どもを育てる算数学習のあり方 



（２） 既習との関連 

 第３学年  

                                                                       

 

               

 第４学年  

 

 

                                

 第５学年  

 

 

         

 第６学年  

 

 

 

４ 指導計画（１１時間扱い） 

小単元 時

数 

学習内容 評価規準 評価の観点 

関 考 技 知 

合同な

図形 

１ ・合同な図形に関心をもち、合同

の意味を知る。 

・合同な図形に関心をも

ち、取り組もうとしてい

る。 

○  ○ ○ 

１ ・対応する頂点、辺、角の意味を

理解し、方眼を使った合同な図

形の作図をする。 

・対応する頂点、辺、角の

意味を理解できる。 

  ○ ○ 

１ ・基本的な四角形を対角線で分け

たときの形を合同の観点で考え

る。 

・合同という観点で考える

ことができる。 

○ ○   

合同な

図形の

書き方 

１ ・合同な三角形をかくためには、

どの辺の長さや角の大きさを決

めてくとよいのか見通しをもっ

て考える。 

・合同な三角形のかき方を

説明することができる。 

 ○  ○ 

長方形と正方形 

・長方形、正方形、直角三角形 

垂直・平行と四角形 

・台形、平行四辺形、ひし形 

合同な図形 

・合同な三角形、四角形と作図 

・三角形、四角形の内角の和 

対称な図形 

・対称性に着目した基本図形の考察 

角とその大きさ 

第４学年 三角形 

・正三角形、二等辺三角形 

円と正多角形 

・正多角形と作図 

図形の拡大と縮小 

・図形の形と大きさについて

の理解 



１ ・合同な図形をかくために必要な

辺の長さと角の大きさを知り、

３つの方法で三角形をかく。 

・かき方の手順を守り、３

つの方法で三角形をか

く。 

○  ○  

１

本

時 

・合同な四角形のかき方を理解し、

作図をする。 

・合同な四角形のかき方を

考えることができる。 

 ○ ○ ○ 

１ 練習問題      

三角形

四角形

の角 

１ ・三角形の３つの角の大きさの和

が１８０°になることを知る。 

・三角形の内角の和が１８

０°であることの根拠

を明らかにすることが

できる。 

 ○  ○ 

１ ・三角形の角に関する問題を解く。 ・角の大きさの求め方を考

えることができる。 

 ○ ○  

１ ・四角形や五角形の内角の和を求

める。 

・四角形の内角の和の求め

方を考えることができ

る。 

 ○  ○ 

たしか

め道場 

１ ・学習内容の自己評価      

 

５ 本時の指導 

（１） 検証の視点 

 仮説１（基礎・基本を身につける算数的活動の工夫） 

 

 

 

 本学級では、算数に苦手意識をもち、算数がきらいと答える児童が多い。また、図形

の作図に苦手意識をもっている児童も多い。その理由としては、よく間違える、途中で

意味がわからなくなる、かくのが面倒くさいなどがあげられる。既習事項を使って自分

なりのやり方で問題を解いたり、解決への糸口を見つけることが容易ではないとすぐに

あきらめてしまったりすることも多い。 

そこで本時では、前時までの既習事項（合同な図形の性質や合同な三角形のかき方）

を使って、合同な四角形のかき方を考えるなかで、「わかる」「できる」喜びを味わわせ、

算数の楽しさを感じさせたい。そのために、以下のような支援をしていきたい。 

① 既習を生かしての算数的活動 

○掲示物の工夫 

新しい形をした図形でも、その中に既習の三角形が隠れている。これを常に意識

学習のねらいや児童の実態に応じた算数的活動を工夫すれば、子どもは進んで

学び、基礎・基本を身につけるだろう。 



させて作図につなげていく。そのために、前時までの学習を視覚的にとらえて活用

できるような掲示物を工夫し、解決への糸口を見つけることができるようにする。 

○ワークシートの工夫 

 子どもたちは現在、８ｍｍ方眼の学習ノートを使用している。作図にあたって、

方眼をわずらわしく感じる子もいるのではないかと考え、本時ではワークシートで

作図をさせたい。その際、児童の実態に応じて、あらかじめ四角形の１辺が引いて

あるワークシートも準備し、抵抗なく作図に取り組むことができるようにしたい。 

○ふりかえりカードの工夫 

 単元を通して自己評価、振り返りの充実を図りたい。「合同がんばりカード」とい

うふりかえりカードを用意し、自己評価活動を継続することにより、自分の伸びを

実感することができ、意欲を持続させることができると考える。また、評価と指導

の一体化を図るために、学習終了後、学習カードのチェックを行い、児童一人一人

の現状やつまずきを把握し、次時の指導へと生かしていく。個々のつまずきに応じ

た指導を充実させることができ、児童の意欲につながると考える。 

 

②表現し合う場の工夫 

○隣同士での比較検討 

 比較検討の全体での発表の前に、隣同士で考えを紹介し合う活動を取り入れる。

このことにより、すべての児童が考えを伝え合う場を確保し、また、友だちの考え

のよさや自分の考えとの相違点に気がつくことができ、より自分の考えを深めるこ

とができると考える。また、隣の友だちと自分の考えを伝え合うことによって、自

分の考えに自信を持ち、全体での比較検討の場面に意欲的に取り組むことができる

と考える。 

  

  このような算数的活動を行うことにより、意欲的に学び、算数のわかる喜び、できる

楽しさを味わうことができ、基礎・基本を身につけていくだろうと考える。 

  

 

（２） 本時の目標 

○合同な三角形のかき方をもとに、合同な四角形のかき方を考え、作図することが

できる。 

 

（３） 本時の評価規準 

         ○合同な三角形のかき方をもとに、合同な四角形のかき方を考えることができる 

（数学的な考え方） 

  ○合同な四角形を作図することができる。              （技能） 



（４） 展開（６／１１） 

過

程 

学習活動と内容 教師の支援（○）評価（◆） 資料・教

具 

問

題

把

握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

力

解

決 

 

 

 

 

 

 

 

１．前時までの学習、合同な三角

形のかき方について確認する。 

  

 

 

２．本時の素材を知る。 

 

 

３．合同な四角形のかき方の見通

しをたてる。 

・４つの辺の長さを測る。 

・対角線を１本引いて、２つの三

角形にわけて考える。 

 

 

 

４．見通しをもとに、合同な四角

形をそれぞれの方法で求める。 

＜＜予想される考え方＞＞ 

 （別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

○掲示物を使って前時までの学習を振

り返り、合同な三角形のかき方には

３つの方法があり、３つの頂点を決

めればかくことができたことを確認

する。 

○拡大資料を提示し、新しい図形のか

き方を考えようとする意欲を持たせ

る。 

 

 

 

 

 

 

○既習の三角形のかき方が使えるよう

に変形できないか、助言をする。 

○４つの頂点をどのような方法で決め

ればよいかということについて考え

させるようにする。 

◆合同な三角形のかき方をもとに、合

同な四角形のかき方を考えることが

できる。    （数学的な考え方） 

○かき方がイメージできない児童は、

ヒントコーナーへ行って見るように

伝える。 

○ヒントコーナーには、考えのきっか

けとなるヒントカードを準備してお

く。 

○図形がかけたら、答え合わせコーナ

ーへ行き、透明シートを重ねて答え

合わせができるようにする。 

○友だちに説明できるように簡単に手

順をメモしておくように伝える。 

・前時ま

で の 掲

示物 

 

 

・提示用

の 拡 大

資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ヒント

コ ー ナ

ー 

・プリン

ト 

（ 線 な

し、線入

り） 

 

・答え合

わ せ コ

合同な四角形は、どのようにかいたらよいだろうか。 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ａ 



 

 

 

 

 

 

比

較

検

討 

 

 

 

 

 

 

 

適

用 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．合同な四角形のかき方を隣同

士で説明し合う。 

 

 

６．全体の場で発表をする。 

・いろいろな方法があるが、どの

方法でも完成した図形は同じ形

になる。 

 

 

 

７．練習問題を解く。 

 

８．本時のまとめをする。 

 

 

９．本時のふりかえりを書く。 

○１つのかき方ができたら、他の方法

でもかいてみるように助言する。 

◆合同な四角形を作図することができ

る。          （技能） 

 

 

○自分が考えた方法の中から自信のあ

る方法を１つ選んでまずは隣同士で

説明し合うようにし、全体の前で自

信をもって発表できるようにする。 

○どの方法も、三角形のかき方を使っ

て頂点を決めていることを確認し、

四角形でも同様に頂点を決めればか

くことができることをおさえる。 

○４つの辺の長さがわかっても形は定

まらないことを模型を使って気づか

せる。 

○図形がかけた子は、答え合わせコー

ナーで確かめることを知らせる。 

 

 

 

 

 

ー ナ ー

（ 答 え

合 わ せ

用 の 透

明 シ ー

ト） 

 

 

 

 

・実物投

影機 

・黒板掲

示 用 の

図形 

 

 

 

 

 

 

・ふりか

え り カ

ード 

 

 

 

合同な四角形は、三角形のかき方を使うとかくことができる。 


